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Ⅰ 研究目的＆問題関心 



 研究目的 

資源管理の持続（可能）性について、 

自然資源にかかわる社会のしくみという観点から 

明らかにする 

 
 北上川河口地域を対象とした研究目的（震災前） 
 ヨシ原はどのようにして維持されてきたのか、地元の人々（地域社会）

とのかかわりから読み解く 

 ヨシ原が形成された河川敷という空間・土地の所有・利用・管理関係に
関するポリティカル・エコロジーの視点 

 十三浜地区における地域漁業の変遷と生業複合（資源利用）の組み
立て方の関係について 

  

研究目的 



自然環境 地域社会 

持続（可能）性 持続（可能）性 

    持続可能なしくみ 

問題関心の所在 



 研究目的 

資源管理の持続（可能）性について、 

自然資源にかかわる社会のしくみという観点から 

明らかにする 

 
 研究の視点 

人々が地域社会を介して自然環境に働きかけ、 

また自然の側もその働きかけに応じて変化する 

ダイナミズム（相互作用、相互関係）に注目する 

問題関心の所在 



自然環境 地域社会 

 社会と自然の相互関係に注目する 

半栽培論（完全な野生でも栽培でもない自然資源をめぐる 

相互関係へのまなざし） 

⇒双方の歩み寄りや駆け引きのメカニズム（中尾佐助,1977） 

  自然に寄り添うことと飼い慣らすことのちょうど中間の 

 あり方（古川彰,2001）  

 

問題関心の所在 



 研究の背景 

 静態的生態系観から動態的生態系観へ（松田裕之,2011） 

 極相重視→遷移・多様性重視 

 攪乱・二次的自然重視（森章,2010） 

  

 
 順応的管理（Adaptive management） 
 管理過程のモニタリング、結果の分析評価、計画の 
 修正をおこない、管理計画を実行する 
                            （柿澤宏昭,2000、鬼頭秀一,2007） 
 人と自然のかかわりの固有の歴史・文化、 
  合意形成の重視(Fikret Berkes・Ｃarl Folke,2000) 

 

問題関心の所在 



 研究の視点 

資源管理の持続（可能）性について、地域社会と 

自然環境の相互関係に注目し、その相互関係がどのよ 

うに保たれてきたのかを明らかにする 

 レジリエンス（resilience） 

レジリエンス＝自然災害などの攪乱による衝撃や環境 

変動を吸収し、和らげることによって、生態系の機能 

や構造を基本的に保持し，回復させるために進行する 

働き⇒自然と社会の関係性の回復力、強靭さ 

             （Walker et al,2004,2006）             

 

問題関心の所在 



自然環境 地域社会 

持続（可能）性 持続（可能）性 

    持続可能なしくみ 

半栽培（半自然）論 

順応的管理のあり方 

問題関心の所在 



Ⅱ本研究の対象（宮城県石巻市北上町） 



対象地域：宮城県石巻市旧北上町 

• 宮城県石巻市旧北上町（２００５年合併） 

• 人口: ３,２４５人 （２０１２年５月現在）                  
(大震災直前３,９１３人）（６５歳以上が３１%） 

• おもな産業:：漁業・農業・建設業・サービス業 

• 橋浦地区：北上川河口から内陸部分に位置       
農業（水田・畑）を中心に生業複合 

  石巻市市街地への通勤も多い 

• 十三浜地区：北上川河口から海側部分に位置
漁業を中心に生業複合 

 養殖業が定着してからは安定 

 



 

宮城県・北上川河口地域のヨシ原 



ヨシとは？ 

 ヨシ（Phragmites australis） 

 イネ科多年生草本 
 ヨシの利用 
茅葺き屋根・簾 などなど 
徐々に利用の衰退へ 

 現在国内で大規模に維持・利用 
 されているヨシ原 
琵琶湖岸 
青森県岩木川河口部 
宮城県北上川河口部 など 
 

 ヨシの環境保全 
近年水質浄化機能、景観の価値に注目が集まる 



北上川河口 

（国土交通省東北地方整備局 北上川下流河川事務所 ホームページより） 

対象地域：北上川河口地域（橋浦地区・釜谷地区） 



報告者のこれまでのかかわり 

• ２００４年以降、共同研究による集落調査、           
聞き取り調査を続ける。毎年２回数日間滞在。 

• これまでの研究テーマ： 

• 自然環境と地域社会の関係のダイナミズ
ム：ヨシ、川、森林、海について、その具
体的な利用の変遷と、地域組織を中心と
する社会制度との関係 

• キーワード的に言うと：生業複合、自然利
用、資源管理、レジリエンス、権利、コモ
ンズ、半栽培、環境認識 

 

 



北上川河口の開削工事 
＊1911年ごろまでの北上川

は、石巻市中心部を経由
して海へ流れ込んでいた 

 

（国土交通省東北地方整備局ホームページより） 

対象地域：北上川河口地域 
形成の歴史的経緯 



□北上川河口の開削工事 
＊1911年～1931年にかけて大規模な河川工事が行われる 

（国土交通省東北地方整備局ホームページより） 

＊新北上川は、 
岩手県・宮城県を流れる 
一級河川に 

＊流域延長249km       
   （全国第5位） 
   流域面積10,150k㎡ 

＊追波川が新北上川に 



□北上川河口の開削工事 
＊1911年～1931年にかけて大規模な河川工事 
＊流路の開削 
      追波川⇒新北上川 
       北上川⇒旧北上川 

1915（大正4）年 1936（昭和11）年 



湿地 

１ｋｍ 

1915（大正4）年 ヨシ原 

追波川沿いに集落と田畑 

■事例対象地の概要（追波川河口地域） 



『北上町史 通史編』2005より 

現在のヨシ原エリア 



１ｋｍ 

北上川沿いにヨシ原 

集落と田畑の移転 

ヨシ原 

2010（平成22）年 

流路の開削 

■事例対象地の概要（北上川河口地域） 



□水田耕作とヨシの価値 
＊北上川河口地域の集落は、もともと周囲を水に囲まれた低湿地 

  

 

⇒限られた環境、条件の中でいかに水田耕作するか 
  
 

 

 

＊1931（昭和6）年、移転した集落が「橋浦海苔簀精算販売組合」 

 設立認可を求める県への陳情書を提出 

⇒川辺の水田や畑は収穫の安定度が低く、生産力も望めなかった 

  脆弱性（vulnerability）を抱え、ヨシを利用した副業を陳情 

新田高が本地田高の約9倍以上となる新田開発地帯                       
（『北上町史資料編Ⅱ』目録：１０２２） 

  古文書のなかには、「田を耕さないでおくとヨシが生えてしまうから率

先して田を耕すように」との通達や、水田耕作にヨシが障害となっている
という申上書も存在   （『北上町史資料編Ⅱ』：109今野家文書） 

対象地域：北上川河口地域 
形成の歴史的経緯 



■北上川河口地域（橋浦地区） 



（『追波契約会契約講議事録』より） 



□契約講とその規約 

＊契約講：東北地方に分布する村落内の生活互助・ 

 再生産組織の1つ、ムラの基幹組織としての役割（竹内利美,1966） 

＊契約講には規約が定められており、不幸や病人を 

  抱える家に対する助力、農事や屋根葺き替えの際の 

  合力など、各家のヨコの平等と互酬を基本とした 

 生活互助が規定(高橋統一,1994、寺田喜朗,2004) 

＊原則として全戸加入、世帯主（～55歳） 

＊近年、その機能は冠婚葬祭に関することに限定 

 されつつある 

■事例対象の概要（地域組織について） 



□契約講の共有財産 

＊契約講はおもに山林（共有林）とヨシ原の権  
  利を共有財産として有してきた 
⇒代表者が権利を申請し、ヨシからの現金収入  
  は契約講に 

＊ヨシ原の権利は、刈り取りをすることの河川産  
  出物採取の許可申請として認められている 
 （一時占有権） 
⇒契約講という地域組織に対して認められている  
 集団的な権利として理解できる 

■事例対象の概要（地域組織について） 



Ⅲ 北上川河口地域の生業研究（震災以前） 



（個人所蔵、昭和40～50年代のヨシ刈り取り風景） 

■生業とヨシ原と地域社会（橋浦地区）  



橋浦地区における生業複合の組み立て 



＊昭和30年代～45年ごろまで 

 入札には高値がつき最盛期  

＊昭和40年代後半、ヨシの価格は下落 
需要は後退し、ヨシ原の権利を 
自然放棄する集落も 

■ヨシ原と地域社会のかかわり 

 （入札制の最盛期から衰退期へ） 



□K産業の設立 
＊1993年に有限会社設立 
＊元々ヨシ扱い業を営む 
＊現在、北上川河口地域のヨシ
を実質的にほとんど手がけている 

□K産業の展開 
＊おもに文化財の屋根の修復           
＊茅葺き屋根の復権を目指す 
（屋根葺き職人の育成） 
＊ヨシの新たな加工など、ヨシ   
 総合産業を志向 

■ヨシ原と地域社会のかかわり 

 （ヨシの新しい展開・活用へ） 



北海道新聞 2004.2.8 



■ヨシ原をめぐる権利の実態 

国 

契約講 

個人 

国は,ヨシになる前は水田だったということで,その縁故を
重視して,各集落に任せるということになった．ヨシ原に
ついても集落に決められた区間の権利を払い下げで認めた
が,細かい範囲は集落ごとに話し合って決めるということ
になった．自分たちの田んぼが潰れたわけだから,ここは
俺らの場所じゃないのか,という思いは強かった            
（釜谷崎集落 S.Tさん） 

占有不可 国有地 

一時占有 集団利用 

生活 副業 

縁故 

“俺らの場所” 

河川敷の所有・利用・管理 



 





橋浦地区：北上川畔の生業複合 

・北上川沿いの低湿地帯を新田
開拓するのに苦労した歴史 

・「水田だけで食べていくのは難
しかった」ことから、集落ごとに山、
川、湿地でさまざまな資源利用を
組み合わせて生業複合してきた 
（黒田,２００９、２０１０） 



白浜 

小室 

大室 

小泊 

相川 小指 

大指 

小滝 

38 



十三浜地区における漁業 

• 地域全体では高齢化により次第に人口減少しているが、漁業生産
は近年まで上昇傾向にあるなど、地域が持続的に営まれてきた 

39 
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十三浜地区：生業複合の組み合わせの歴史 

天然   
コンブ 

漁船 
漁業 

天然   
ワカメ 

アワビ 海草採集 １９３０s -  

季節の出稼ぎ 養殖ワカメ アワビ 海草採集 １９６０s - 

１９７０s - 

１９８０s - 

養殖コンブ 養殖ワカメ アワビ 

養殖コンブ 養殖ワカメ 養殖ホタテ 

41 



十三浜地区の漁業暦: 養殖業が確立される以前 

42 

聞き取り調査ならびに『漁業センサス』『北上町史 通史編』 
から作成 



十三浜地区の漁業暦 : 現在 

43 





十三浜地区：自然資源の共同利用と共同管理のしくみ 

 自然資源はそれぞれの資源の特徴に応じるかたちで多様に    
共同管理されている 

自然資源の種類 管轄する社会組織 利益の還元先 
アワビ 漁協 世帯 
魚 漁協 世帯 
養殖(ワカメ,コンブ,ホタテ) 漁協 世帯 

ウニ 契約講 世帯 
天然ワカメ・天然コンブ 契約講 契約講および世帯 
海草採集 契約講 契約講および世帯 
国有林 国と村落組織 世帯 
部落林（共有林） 契約講 契約講および世帯 
炭焼き 契約講 世帯 

ヤマガヤ（ススキ） 契約講 世帯 

共有地 契約講 契約講および世帯 



地域組織     
(契約講) 漁協 

リーダーたち 

漁協青年部 

十三浜地区：地域の社会組織と諸アクター 

- 地域組織 と諸アクターの存在と連携があった
からこそ、社会の変動に適応してこれた 

地域資源管理 

新機軸を打ち出す 

地域社会の運営 

46 



Ⅳ 地域の生業と震災復旧・復興のあり方 
                （震災以降） 
  



 東日本大震災の津波被害を受けた宮城県石巻市旧北
上町橋浦地区ならびに十三浜地区の震災復旧・復興へ
向けた地域の合意形成のプロセスを比較検討する 

 （狭義には高台集団移転事業、広義には暮らしの再建） 

 両地区の生業活動とその組み立てが、地域の合意形成
とどのような関連にあるのかについて考察する 

 

 これまで報告者が行ってきた研究・調査活動と地域の復
旧・復興のための実践活動との接合を図る 

 

震災以降の取り組み 



２０１１年３月１１日東日本大震災 



２０１１年３月１１日東日本大震災 

 

石巻市被害状況：死者数３１８２名、行方不明者５５７名（２０１２年２月現在） 
犠牲者が多かったのは、湾奥や海岸線から４、５km離れた集落であり、湾の先端に近い入り

江の集落の方が少なかった。過去の明治三陸地震津波や昭和三陸地震津波、チリ地震津
波で被害を受けた海沿いの集落は津波に対する警戒心が強かった（堀込,２０１１） 
 

十三浜地区 

橋浦地区 



  震災前（石巻市北上町橋浦地区・釜谷地区） 
１９８２年８月撮影  
『ふるさと石巻の記憶』より引用 



  震災後（石巻市北上町橋浦地区・釜谷地区） 

２０１１年４月撮影  
『ふるさと石巻の記憶』より引用 



  震災前（石巻市北上川河口地域） 

１９９０年４月撮影  
『ふるさと石巻の記憶』より引用 



  震災後（石巻市北上川河口地域） 

２０１１年４月撮影  
『ふるさと石巻の記憶』より引用 



    震災前（石巻市北上町十三浜地区） 

２００１年５月撮影  
『ふるさと石巻の記憶』より引用 



   震災後（石巻市北上川十三浜地区） 

２０１１年６月撮影  
『ふるさと石巻の記憶』より引用 



十三浜・橋浦両地区における生業の復旧・復興 

十三浜地区 

 高台集団移転、生業の復興に
向けての動きが速い集落も 

 しかし、移転や漁業復興にかか
わる制度や政策の中で右往左
往する住民も多い 

 移転の「１００坪問題」、激甚災
害法における「旧に復する」問
題etc・・・ 

 漁業の方針をめぐって、集落同
士、集落内で緊張関係も 

「共同漁業化」、「生産組合設立」 

橋浦地区 

 核となる産業が不在であり、生
業の創出に近い復興が求めら
れる？ 

 もともと高齢化・過疎化が進行
していた地域であり、地域の再
編のあり方が問われることに 

 役場、PARCIC（NPO）が中心と

なって「第一次産業振興事業」
の補助金を獲得し、農業・林業
などの生業の振興に力を入れ
る 

 



まとめ：研究と実践の接合をめぐって 

 これまでの地域調査・研究 

各地域・集落の資源利用と管理のバリエーションを明らかにしながら 

その持続性のメカニズムを読み解こうとしてきた  

 これからの地域調査・研究のあり方 

大震災は人々の暮らし、ひいては地域社会の構造を壊した。その再編を
図ることは、地域社会そのものの存続可能性を問うことでもある。そのた 
めに、これまでの生業活動を踏まえた「地域」やその「合意」のあり方を捉
え直し、地域社会に再配置していく試みが重要となる 

• 具体的には・・・ 

• 「地域」というまとまりの構成要素を過去ー現在ー未来で探る営み 

• 「合意」の場を創りだす（フォーマルな「合意形成の場」に止まらない） 

 



自然環境 地域社会 

大きな変動 持続（可能）性 

まとめ：研究と実践の接合をめぐって 

これまでの生業活動、地域
社会と自然資源のかかわり
方と暮らしの再建をつなげる 

災害からの復旧・復興活動
支援に参加/実践しながら、
地域社会の持続性/レジリエ
ンスの創出を図る（浦野,２０

１２、香坂編,２０１２） 



まとめ：研究と実践の接合をめぐって 

 現在取り掛かっている/取り組もうとしている実践/活動 

 橋浦地区と十三浜地区の生業構造比較（８月に従前地調査） 

 集団高台移転事業の運営と合意形成のプロセス研究         
（従前地調査＋仮設住宅で個別ヒアリング） 

 国土交通省復興支援助成による地域の女性雇用（直売所運
営、女性リーダーの創出を目的とする）事業の研究 

 PARCICによる漁業/農地にかかわる支援活動への参加 

 行政・ＮＰＯ・地域住民・専門家（土木系・建築系・計画系・社会
学系・・・）による多義的な協働の場を研究 

 これまでのデータ蓄積から、聞き書き冊子の刊行  

 

 

 

より地域の内側から、復興支援活動に積極的に資する
ような研究活動を展開することを志向 
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